
氏名 芝田 篤紀

学部担当科目

・地理学実習
・地理情報科学概論、GISデータ分析技法
・地理学講読・調査法、地理学分析・表現法
・地理学地域調査演習
・地理学演習

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）授業科目

令　和　４　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会、日本アフリカ学会、人文地理学会、奈良地理学会

南部アフリカの地域住民と自然環境の関係、瀬戸内地域の海岸自然環境と海ゴミの漂着・集積の関係

大阪府立花園高等学校　学校運営協議会委員
奈良地理学会　庶務・会計委員
人文地理学会　集会委員
日本地理学会　資格専門委員

京都大学大学院 文学研究科 行動文化学専攻 地理学専修 博士課程 修了

博士（文学）

自然地理学、地理情報科学、地域研究

最終学歴

　【研究上の特記事項】
日本学術振興会科学研究費助成事業（若手研究）「瀬戸内地域の海岸における海洋プラスチックの集
積特性に対する地理学研究」（課題番号: 22K13248）

大学院博士後期課程
担当科目

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

全学教務委員、就職委員、キャリア教育委員、個人情報保護管理委員、FD委員、博物館学芸員資格
課程専門部会委員、シラバス検討委員

通信教育部担当科目 ・地理情報システム



単著

①Spatial Recognition and
Land Use by the Hunter-
Gatherer Khwe in the
Natural Old Drainage
Area, North-western
Botswana

単独 2022年7月
UGI-IGU Centennial

Congress
（ソルボンヌ大学）

ボツワナ共和国に暮らす狩猟採集民ク
エの人々の空間認識と空間利用につ
いて、自然地理学の視座から明らかに
した内容を発表した。（口頭発表）

①宇宙から観るアフリカの
姿

（その他）

（学会発表）

奈良大地理
第29号

①UAV画像を用いた海岸
漂着物と微地形の関係に
おける一考察

単著 2023年3月

pp.57-70
UAV（ドローン）を用いた撮影によって
取得した高解像度画像から、砂浜と礫
浜における微地形と海岸漂着物の位置
との関係について明らかにした。

p.278
田中康平・田村賢哉・玉置慎吾 著、宮
﨑浩之 監修『Pythonで学ぶ衛星デー
タ解析基礎―環境変化を定量的に把
握しよう』にコラムを寄稿した。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

技術評論社2022年12月


